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さ
あ
〃
　
１０
周
年
の
寅
年

―
―

明
る
く
健
康
で
レ
ツ
ツ
ゴ

県
Ｇ
Ｇ
協
△
天
〓長

宮

崎

義

重

立
春
も
過
ぎ
て
三
寒
四
温
と
中
し
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
寒
さ
が

厳
し
い
こ
の
頃
で
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
方
に
は
益
々
ご
健

勝
の
こ
と
、
お
喜
び
中
し
上
げ
ま
す
。

平
成
９
年
度
を
顧
み
ま
し
て
、
夏
の
大
会
、
指
導
者
の
認
定
試

験
、
秋
の
大
会
等
、
会
員
の
皆
様
方
の
協
力
に
依
り
、
格
人
に
そ
し

て
楽
し
く
思
い
出
深
い
大
会
で
あ

っ
た
こ
と
大
変
嬉
し
く
思

っ
て

お
り
ま
す
。
と
り
わ
け
会
場
を
提
供
し
て
頂
き
ま
し
た
北
川
辺
町
、

川
里
村
の
協
会
の
皆
様
方
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
、
ま
た
、

全
国
交
歓
大
会

（四
日
市
）、
ス
ポ
レ
ク
沖
縄
大
会
、
ね
ん
り
ん
ピ

ッ
ク
山
形
大
会
等
出
場
さ
れ
た
選
手
諸
兄
に
対
し
深
く
感
謝
の
意

を
中
し
上
げ
ま
す
。

中
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
近
年
は
自
由
時
間
の
増
加
や
高
齢

化
の
進
展
な
ど
を
背
景
に
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
関
心
も
高
ま
り
、

健
康
で
明
る
く
豊
か
な
生
活
を
送
る
為
に
、
い
つ
で
も
誰
で
も
ど

こ
で
も
楽
し
め
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
平
成
９
年
度
に
は
実

に
八
〇
〇
〇
人
近
い
登
録
者
を
擁
す
る
大
世
帯
に
ふ
く
れ
あ
が
り

ま
し
た
。
誠
に
喜
ば
し
く
関
係
各
位
に
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

さ
て
、
平
成
１０
年
度
は
我
が
埼
玉
県
Ｇ
Ｇ
協
会
設
立
１０
周
年
を

迎
え
記
念
す
べ
き
寅
年
ご
ざ
い
ま
す
。
役
員
会
等
に
依
り
、
色
々

な
式
典
行
事
等
を
考
え
、
実
地
の
計
画
を
立
案
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。

と
り
わ
け
５
月
に
は
三
〇
〇
〇
人
位
の
参
加
を
得
て
、
比
企
郡
吉

見
町
に
お
い
て
最
大
規
模
の
大
会
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
奮

っ
て

ご
参
加
下
さ
る
様
希
望
い
た
し
ま
す
。

３
月
県
総
会
を
経
て
平
成
１０
年
も
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

色
々
な
行
事
日
程
等
が
山
積
み
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様

方
の
、
明
る
く
健
康
で
実
り
多
い
平
成
１０
年
寅
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

）

―
―

彩
の
国
の
常
設
Ｇ
Ｇ
場
―
―

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
狙
え
〃

◇
北
川
辺
町

（柏
戸
）

柏
戸
ス
ポ
ー
ツ
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
は
、
埼
玉
県
で

最
初
の
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
推
薦
の
コ
ー
ス
で
す
。
常

設
の
８
ホ
ー
ル
は
、
平
用
な
全
芝

（素
晴
ら
し
い
芝
で
す
）
で
、
池

を
め
ぐ
る
標
準
コ
ー
ス
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
原
則
と
し
て
は
使

用
日
の
７
日
前
ま
で
に
教
育
委
員
会
に
申
し
込
み
が
必
要
、
、
町
民

は
無
料
で
何
時
で
も
利
用
が
で
き
ま
す
。
隣
接
の
セ
ン
タ
ー
に
は

人
浴
の
設
備
も
あ
り
、
楽
し
い
一
日
が
過
ご
せ
る
施
設
で
す
。

（詳
し
く
は
連
盟
会
長
の
野
目
さ
ん
迄
）

◇
幸
手
市
ひ
ば
リ
ケ
丘

桜
泉
園

野
球
場
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
隣

接
す
る
ゴ
ミ
処
理
施
設
場

（桜
泉
園
）
内
に
あ
る
広
大
な
芝
の
敷
地

が
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
場
と
し
て
解
放
さ
れ
て
い
る
。

小
高
い
丘
を
め
ぐ
る
ア
ウ
ト

コ
ー
ス
は
野
芝
、
丘
の
上
の
イ
ン

コ
ー
ス
は
高
一麗
芝
で
、
標
準
の
８
ホ
ー
ル
の
平
坦
コ
ー
ス
が
、
た

っ

ぷ
り
と
余
裕
を
も

っ
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。
利
用
人
数
に
よ

っ
て

は
３２
ホ
‐
ル
ま
で
の
増
設
が
可
能
で
す
。
平
日
は
自
由
に
利
用
で

き
、
■

・
日

・
祝
日
は
団
体
利
用
が
で
き
る
様
に
中
し
込
み
制
と
し

て
い
る
。

一 ◇
川
里
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

（関
新
田
）

遠
く
に
筑
波
、
日
光
連
山
、
赤
城
と
秩
父
の
連
山
の
眺
望
が
素
晴

ら
し
く
、
関
東
平
野
の
真
只
中
と
い
っ
た
田
園
地
帯
に
あ
り
、
近
く

に
は
、
川
里
中
学
、
図
書
館
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
が
あ
る
専
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
。

常
設
の
８
ホ
ー
ル
は
標
準
コ
ー
ス
の
企
芝
、
そ
し
て
休
憩
所
を
挟

ん
で
４
ホ
ー
ル
も
全
芝
で
、
直
接
に
イ
ン
を
狙
え
な
い
曲
り
の
コ
ー

ス
な
ど
と
、
ゲ
ー
ム
の
面
白
さ
も
Ｉ
夫
さ
れ
て
い
る
。
村
民
は
無
料

で
何
時
で
も
利
用
で
き
る
が
、
他
市
町
村
の
方
々
は
、
団
体
で
教
育

委
員
会
へ
の
中
し
込
み

（有
料
）
と
な
っ
て
い
る
。
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稔

冬真つ盛りの埼玉を飛び出して、暖かい房総の地へ。

各会長さんの挨拶で始まつたバス旅行もこれから始

まる大勝負を控えてのためか盛り上がりがいまい

ち ? 私の目標は常に『優勝』の2文字。
予定通り到着し、早速腹ごしらえしてグランドヘ。

コースは立ち木。根つこごアップダウンを旨く取り混

ぜた大きな変化のあるコース (大会役員さんの苦心

が伺えます。)で苦戦の連続でした。そんな中でも
ホールインワンの歓声が各所であがる勝負が展開さ

れました。2日目は心配していたとおり強い雨が降

る寒い日になり、競技は風雨の中で16ホールのみ行

うことになつた。コースのあちこちに水たまりがで

きて悪条件の中の勝負、競技者も参加者の約半数位

に。「エイッ 儘よ。」目をつぶって ?思いきり打つ
たらボールは直接ホールボストに。「ラッキー。」こ

れで優勝がころがり込んだ。縁起を担ぐわけではな

いが私にとつて何故か浦和や千葉は非常に方角が良

いのだ。

ラクンドゴルフ協会 新春大会
1998,1,17べ′18

埼
玉
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

『ナ
イ
ヌ
シ
ョ
ツ
ト
』
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

新
春
大
会

―
―
―
前
県
協
会
長
　
故
青
木
一三
先
生
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

暑

曇

目

岡

野

進

・

昭
和
５０
年
代
の
後
半
、
「生
涯

ス
ポ
ー
ツ
」
と
い
う
言

葉
で

「
地
域

ス
ポ
ー
ツ
振
興
」
を
よ
り
積
極
的
に
進
展

を
図
る
こ
と
で

「
い
つ
で
も

ｏ
ど
こ
で
も

・
誰
で
も
が

ｏ

気
軽
に
」
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
模
索
す
る
時
代
に

変
化
し

て
き
ま
し
た
。
当
時
、
軽

ス
ポ

ー
ツ
と
か

ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
名
称

で
、
全
国
各
地
で
競

っ
て
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
形
の
種
目
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
種
目
の
よ
う
に
用
具
メ
ー
カ
ー
が
高
齢
者
を

対
象
に
普
及
活
動
を
展
開
し
、
短
期
間
で
全
国
各
地
に

普
及
し
た
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
驚
異
的
な
進
展
で
し

た
。
反
面
、

ル
ー
ル
や
用
具
等
の
問
題
で
課
題
が
山
積

し
、
全
国
組
織
も
乱
立
す
る
よ
う
な
状
況
の
時
代
で
も

あ
り
ま
し
た
。

「生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
要
因
は
、
地
域
住
民
が
気
軽
に
参
加

で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
活
動
で
あ
り
、

ル
ー
ル
や
用
具
、
組
織
や
運
営
の
難

し
さ
等
々
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
楽
し
さ
や
親
し
み
や
す

さ
が
よ
り
重
要
な
要
因
で
あ
る
と
の
気
運
が
高
ま

っ
て

き
ま
し
た
。

昭
和
５７
年
文
部
省
の
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業
と
し

て
鳥
取
県
の
泊
村
で
産
声
を
上
げ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
は
、

ス
ポ
「
シ
に
人
間
を
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、

人
間
に
ス
ポ
ー
ツ
を
合
わ
せ
る
発
想
を
基
本
理
念
と
し

て
普
及
活
動
が
始
ま
り
、
５８
年
鳥
取
県

で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
第
２４
回
全
国
体
育
指
導
委
員
研
究
協
議
会

で
、

白
浜
南
国
ホ
テ
ル
泊

温
暖
で
霜
の
少
な
い
千
葉
県
大
一房
岬
自
然
公
園

を
会
場
に
、
参
加
者
総
勢
二
五
〇
余
名
で
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

関
東

（埼
玉
県
も
）
の
大
雪
を
背
に
バ
ス
６
台

に
よ
り
各
市
町
村
よ
り
朝
早
く
出
発
い
た
し
ま
し

た
。何
号
車
だ

っ
た
で
し
ょ
う
か
？
　
さ
き
た
ま
大

橋
を
渡
る
の
に
時
間
が
か
か

っ
て
し
ま
い
若
干
の

遅
れ
で
会
場
に
到
着
。
事
務
局
は
少
し
早
め
の
出

発
を
し
た
関
係
で
思

っ
た
よ
り
早
く
に
到
着
。
女

性
群
は
受
付
の
準
備
、
男
性
群
は
コ
ー
ス
設
営
、

時
間
的
に
余
裕
も
あ
り
、
い
じ
悪
な
少
し
難
し
い

コ
ー
ス
を
汗
だ
く
で
完
了
。
気
温
の
高
い
の
に
驚

き
ま
し
た
。

初
日
は
本
当
に
暖
か
く
、
場
所
的
に
も
風
を
妨

げ
る
良
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
飲
み
物
な
ど
も
心
く

ば
り
に
よ
り
満
足
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。コ
ー
ス
は
、
整
備
さ
れ
た
芝
生
の
会
場
を
借
り

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
芝
生
が
よ
く
、
起
伏
も

あ
り
、
石
だ
ら
け
の
コ
ー
ス

（ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

指
定
Ｈ
名
達
成
）
あ
り
で
、
皆
さ
ん
が
思
い
思
い

に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
き
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
を
切

っ
て
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
達
成
し

た
人
、
コ
ト
ス
外
に
落
と
し
た
人
、
歓
声
が
上
り

い
つ
も
の
大
会
風
景
で
し
た
。

３２
ホ
‐
ル
プ
レ
イ
後
南
国
ホ
テ
ル
に
向
け
５０
分

ほ
ど
の
移
動
。
途
中
、
山
を
越
え
海
岸
沿
い
や
き

れ
い
に
咲
き
乱
れ
る
お
花
畑
を
見
な
が
ら
ホ
テ
ル

ヘ
。懇
親
会
は
少
し
遅
れ
て
七
時
開
宴
、
例
年
の
ご

と
く
カ
ラ
オ
ケ
、
踊
り

（
ユ
ニ
ー
ク
な
踊
り
）
あ
り
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小

島

　

　

稔

２

河

合

安

子

３
・
石

井

健

治

４

鈴

木

敏

男

‐
５

船
　
一Ｐ
　
払畑　
信

６

柿
　
崎

　

　

隆

７

赤

］石
　

　

功

８

金

子

　

　

盛

９

松

崎

秀

夫

１０

田

島

昭

治

平
成
１０
年
新
春
大
会

順
位
表

‐‐６
打
　
深
谷

‐‐７
打

加
須

‐‐８
打
　
深
谷

‐‐９
打
　
草
加

‐２０
打
　
一二
郷

‐２２
打
　
加
須

‐２５
打

熊
谷

‐２６
打
　
加
須

‐２６
打

熊
谷

‐２６
打

熊
谷

１１

小
　
川
　
延
　
明
　
‐２６
打
　
深
谷

‐２

〓
一　
井
　
智
　
子
　
‐２７
打

加
須

‐３

広
　
瀬
　
徳
　
子
　
‐２７
打
　
加
須

‐４

小
曽
根
　
長
　
士
一
　
‐２８
打
　
深
谷

‐５

海
　
上
　
照
　
子
　
‐２８
打
　
白
岡

‐６

田
　
□
　
曽
口　
男
　
‐２８
打
　
熊
谷

‐７

佐
　
藤
　
明
　
子
　
‐２９
打
　
大
宮

‐８

鈴
　
木
　
光
　
子
　
‐２９
打
　
加
須

‐９

小
　
野
　
首
一　
一
一　
‐３０
打
　
白
岡

２０

宮
　
崎
　
義
　
重
　
‐３０
打
　
加
須

…

一

|誰れでも参力□

み ん な で 参 加 〃

埼玉県グラウンドゴルフ協会10周年記念

大会を、風と、緑と、太陽を身体いっぱい

に望める、「吉見町応ヽれあい広場」にて開

催いたします。

当地は、埼玉県のほぼ中央の、比企丘陵の

一角に位置し、東に荒川を、西に秩父連山

を望む、自然環境豊かな素晴らしい所で

す。

最近は環境問題が、色々話題のさなか、風

と、緑と、太陽に恵まれた、この「吉見町

方、れあい広場」で、心地よい汗を流し、身

体いっぱいに五月の空気を満喫し、日頃

の練習で磨いた技と、度胸を、芝・土の3

コ■スで十三分に発揮できるものと思い

ます。多数の方々の参加をお待ちします。

期日 平成 10年 5月 17日
*予備日 5月 23日

原稿投稿のお願 い

平成10年よりこの会報も年 3回発行とな

りました、会員の皆様方の市町村で、ユ

ニークな事、素晴らしい感動、色々な出来

事など、市町村の協会を通して投稿して頂

きますようお願い申し上げます。(400字

以内・写真)

Ｄ
Ｄ

で
、
各
市
町
村
の
参
加
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
存

Ⅲ̈

実
技
研
修
と
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
全
国
の
体
育

分
に
歌
う
こ
と
も
ま
ま
な
ら
ず
時
間
延
長
と
な
り

Ⅲ

指
導
委
員
に
初
め
て
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
私
自
身
も
初

ま
し
た
。
時
間
の
短
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
後
は
思

川

体
験
し
、
降
り
注
ぐ
太ヽ
陽
の
も
と
で
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト

〔柳中認瑯げ『弊料鼎７崚時藝賦一̈〕̈
卿鍛融外げ軸騨にるノレ畑″ｒン結畔詢ノレ全なは商つ分“

結
論
と
し
て
、
遠
く
ま
で
来
た
の
だ
か
ら
プ
レ
ー

出

し
ま
ぃ
ま
し
た
。

を
す
る
と
決
定
。
朝
食

穴

イ
キ
ン
グ
）
後
、
全
員

Ⅲ̈
　

当
時
、
全
国
体
育
指
導
委
員
連
合
会
の
役
員
で
あ
り
、

ぃ峰
一て会坤一にけ飩常螂傑鶴轟静襲』蹴̈
‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
卦締‐こ社轟癬力ヽの申刻薩きわ「一は聾」椰削秒難魏

初
日
の
コ
ー
ス
を
若
干
移
動
し
雨
の
中
を
雨
具
着

―――‐

員
協
議
会
の
故
青
木

一
二
会
長
が
ス
ポ
ー
ツ
心
理
や
生

用
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
き
ま
し
た
。
急
速
組
編
成

Ⅲ

理
学
上
か
ら
も
専
門

を
し
た
関
係
で
雨
の
中
ス
コ
ア
付
け
も
大
変
だ
っ
‐‐――‐‐

一涯
ス
．轟
―
ツ
を
維
鰤
釧
円
に
小
＃
例さ
れ
、
こ
れ
か
，り
の
生

一す
る
種
目
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

数曖勢い電村｝鴫囃鳩群＝勧
慶詢滅い知
¨̈
一勝るも
のはな
い之断言され、埼玉県体育指導

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
好
き
な
ん
だ
な
ぁ
卜
と
痛
感

‐‐‐‐̈

委
員
協
議
会
に
逸
早
く
普
及
活
動
を
展
開
さ
れ
ま
し

さ
せ
らヽ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―――‐

た
。
県
内
９２
市
町
村
中の
体
育
指
導
委
員
が
ス
ポ
ー
ツ
教

再
度
、
南
国
ホ
テ
ル
ヘ
、
昼
食
ど
成
績
発
表
。
‐‐――‐

室
や
ク
ラ
ブ
づ
く
り
を
実
践
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振

減
嚇
Ц
朴
秘
』
説
」
脱
玉 日
Ⅷ
蒟
』
庸
耐
鍵
叫
鴨
終

¨̈

興
に
邁
進
し
、
市
町
村
で
の
大
会
や
組
織
づ
く
り
に
大

田

き
な
力
量
を
発
揮
し
ま
し
た
。

「
　

埼
玉
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
も
県
体
育
指
導
委

員
協
議
会
組
織
を
中
心
に
故
青
木
会
長
の
多
大
な
ご
尽

力
で
設
立
さ
れ
、
今
は
亡
き
県
体
育
課
田
口
洸

一
先
生

と
の
二
人
三
脚
で
全
国
で
も
類
を
見
な
い
組
織
運
営
の

礎
を
築
き
上
げ
、
創
立
１０
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し

た
。
組
織
力
、
会
員
数
等
の
組
織
規
模
は
全
国
の
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
を
誇
り
、
名
実
共
に
大
き
く
発
展
し
ま
ｔ
た
。

厳
し
い
社
会
情
勢
の
続
く
今
日
の
状
況
で
す
が
、
奢
る

こ
と
な
く
経
験
豊
富
な
宮
崎
会
長
も
と
で
、
設
立
の
基

本
理
念
を
充
分
理
解
し
、
よ
り
力
強
い
協
会
組
織
の
進

展
を
熱
望
い
た
し
ま
す
。　
　
一
一
　

，ヽ
・



ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
楽
し
み
に

本
庄
Ｇ
Ｇ
ク
ス
フ
　
五
十
嵐
　
好
　
偉

昨
年
秋
か
ら
新
入
会
員
が
急
増
し
、
嬉
し
い

悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
昨
今
で
す
。

毎
月
ミ
ニ
人
会
を
三
国
、
練
習
日
六
同
行

っ

て
い
ま
す
。
ミ
ニ
大
会
に
は
―‐
位
三
位
ま
で
の

賞
と
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
が
出
ま
す
。
人
賞
者

は

ハ
ィ
ア
制
で
、

一
位
一一西
〔、
三
位
一
苫
〔、
三

位

一
点
と
し
、
累
計

一
年
間
ト
ー
タ
ル
制
で
、

全
員
人
賞
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
昨
年
度
の
最
高

ハ
ン
デ
は
十
三
点
で
し

た
。
特
に
最
近
入
会
者
は

一
つ
の
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
が
な
ん
と
嬉
し
い
こ
と
か
、
次
国
練
習
Ｈ

ま
で
そ
れ
を
満
喫
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

私
た
ち
ク
ラ
ブ
は
結
成
十
二
年
、
県
協
会
加

入
十
周
年
に
な
り
ま
す
が
、
三
卜
七
名
ス
タ
ー

ト
で
ご
指
導
頂
き
乍
ら
、
今
日

一
二
〇
名
の
世

帯
に
な
り
ま
し
た
。
二
〇
〇
名
を
目
標
に
２
～

３
年
か
け
て
体
質
と
技
術
を
磨
き
、
誰
で
も
他

の
大
会
に
出
場
で
き
る
よ
う
に
普
及
指
導
に
企

力
投
球
で
頑
張

っ
て
お
り
ま
す
。
高
齢
者
の
多

い
ク
ラ
ブ
で
す
が
、
お
互
い
の
融
和
と
健
康
増

進
を
目
指
し
、
広
く
和
を
広
げ
、
新
人
の
育
成

に
専
念
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

浦
和
市
Ｇ
Ｇ
連
盟
よ
り

浦
和
市
Ｇ
Ｇ
連
盟

会
長

田

中

次

男

埼
玉
県
Ｇ
Ｇ
協
会
長
様
は
じ
め
役
員
の
皆
様

方
の
御
支
援
御
協
力
よ
り
ま
し
て
平
成
し
年
六

月
二
十
八
日
、
総
会
を
開
催
致
し
、
や

っ
と
連

盟
を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年

は
県
の
協
会
に
も
加
入
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
中
し
■
げ
ま
す
。

現
在
の
会
員
は

一
五
〇
人
で
、
毎
年
全
員
を
対

象
と
し
て
研
修
会
を
三
回
、
大
会
を
年
二
回
実

施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
い
く

つ
か
の
練
習
会
場
を
増
加

し
、
先
進
市
町
村
に
も
負
け
な
い
よ
う
練
習
を

行
い
、
地
区
大
会

。
県
大
会
に
も
恥
ず
か
し
く

な
い
成
績
で
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

県
協
会
の
皆
様
の
御
指
導
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

文
化
の
か
お
り
と
活
力
あ
ふ
れ
る

ラ
イ
フ
タ
ウ
ン
お
お
い

大
井
町
武
蔵
野
Ｇ
Ｇ
協
会

会
長

　

一二
　
上
　
佳
　
志

こ
の
度
は
協
会
の
お
仲
間
に
入
れ
て
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
人
井

鳥
田
町
長

（写
真
中
央
）
が
掲
げ
て
い
る

一
め
ざ
し
ま
す
２‐

世
紀
の
輝
か
し
い
大
井
町
‐一
の
中
に

「健
康
。
い

の
ち

・
健
や
か
な
人
生
」
と
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
を
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
人
井

町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
は
結
成
八
ケ
月
と

日
も
浅
い
ク
ラ
ブ
で
す
が
、
現
在
会
員
三
十
四

名
、
年
齢
２６
才
～
８‐
才

（
一
般
男
女
混
合
）
と

幅
広
く
全
員
が
役
員
の
つ
も
り
で
よ
く
ミ
ー
テ

）

イ
ン
グ
を
開
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し

て
、
交
流
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

今
ま
で
県
内
市
町
村

の
交
歓
大
会

に
参
加

し
、
恵
ま
れ
た
環
境
と
充
実
し
た
施
設
の
も
と

に
活
動
し
て
い
る
皆
さ
ま
の
生
き
生
き
と
し
た

姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

当
協
会
が
発
足
で
き
た
こ
と
を
ご
尽
力
下
さ

っ
た
方
々
に
感
謝
中
し
―‐
げ
ま
す
と
共
に
私
た

ち
は
心
身
健
康
の
保
持

・
増
進
と
技
術
の
向
Ｌ

を
め
ざ
し
て
仲
良
く
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
加
入
の
騎
西
町
Ｇ
Ｇ
連
盟
を
よ
ろ
し
く
″
一

騎
西
町
Ｇ
Ｇ
連
盟

理
事
長
　
正
　
能
　
辰
　
雄

騎
西
町
は
埼
玉
県
の
北
東
部
で
首
都
５０
キ

ロ

圏
内
に
位
置
し
、
町
の
中
央
部
に
市
街
地
が
形

成
さ
れ
、
周
辺
に
の
ど
か
な
田
園
風
景
の
あ
る

人
口
二
万
余
の

「藤
の
町
」
で
あ
り
ま
す
。

騎
西
町
Ｇ
Ｇ
連
盟
は
平
成
七
年
九
月
に
発
足

し
四
年
日
を
迎
え
ま
し
た
。
会
員
数
は
当
初
四

一
一
名
か
ら
現
在
四
六
〇
名
と
年
々
会
員
が
増

え

「健
康
づ
く
り
の
輸
」
が
大
き
く
な
り
、
騎

西
町
の
団
体

で
は
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
に
な

っ
て
き

ま
し
た
。

当
連
盟
■
催
に
よ
る
人
会
は

「春
の
老
連
会

長
杯
、
教
育
長
杯
、
夏
の
議
会
議
長
杯
、
秋
の

体
協
長
杯
、
町
長
杯
」
な
ど
五
大
会
、
そ
の
他
、

郵
使
局
や
Ｊ
Ａ
年
金
友
の
会
支
援
大
会
な
ど
毎

月

一
回
位
開
催
、
Ｇ
Ｇ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
し

な
が
ら
、
友
好
の
輪
を
広
げ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
県
協
会
に
新
加
入
し
ま
し
た
。
先

輩
の
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
ご
指
導
、
ご
教
示
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一日
一　
色
々
な
事
件
や
企
業
の
倒
産
と
い
や
な
事

一
の
多
か
っ
た

一
九
九
七
年
、
今
年
は
長
野
冬

一汚
刀詫
酵
郭
髪
髄
２
が

一な
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
輝
か
し
く

一
ス
タ
ー
ト
し
た

一
九
九
八
年
、
県
協
会
も
１０

一年
目
に
入
り
、
色
々
な
事
業
が
企
画
さ
れ
て

翼
昇
別璃仁
髪
婁
初に３

「


